
成田山の地下通路 

光輪閣から大本堂迄は地下通路があります。 

        

光輪閣      光輪閣から地下通路への連絡橋      大本堂 

地下通路と石段は土日祭日には、基本的に交互に使用しているようです。 

地下通路は御護摩の為、僧侶が光輪閣から大本堂への往来時に使用します。 

1. 十時 十二時 十四時 十六時等の偶数時の御護摩の時（土日祭日） 

2. 雨 強風 台風等の気象条件が悪い時 

3. 正月等大本堂前が大混雑により通行に支障がある時 

4. その他工事等で通行に支障がある時 

通常は光輪閣正面一階から外の石段を上り香閣前中央を通り大本堂へ向かいます。 

1. 九時 十一時 十三時 十五時等の奇数時の御護摩の時 

2. しかし特別な事情がある時は地下通路を利用する。 

3. 高齢の為貫首は現在特別ルートを通る。（光輪閣三階から休憩所横を通るルート） 

通常ルート（境内では参詣者はマナーとして中央を通らない事） 

    
 

中興第二十一世橋本照稔貫首特別ルート（ご高齢の為） 

                

光輪閣三階から休憩所横を通り休憩所前へ、そして大本堂前石段を上る。 

 

     

行きは階級の低い僧侶から帰りは逆である。 

御護摩のトップ（導師）を務めた僧上は前から二番目を歩く。 


